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ピコ太郎がYouTubeにアップロードした動画が世界中で話題だ。再生回数世界一、全米ビルボードソングチャートにランク
イン。ギネス記録にも認定など、その勢いはとどまることを知らない。

動画は言語に関係なく世界中の人々に注目される可能性を秘めている。YouTubeはそんな動画を個人でも企業でも公開
できる。企業でも活用しない手はない。

ピコ太郎は、芸人でDJでもある古坂大魔王がふんする。表向きは、古坂が発掘してプロデュースする別人アーティストだ。
自ら制作した「ペンパイナッポーアッポーペン（PPAP）」を動画共有サイトYouTube上に公開したのが今年の8月25日。聴い
ていて癖になるラップ風のサウンドと分かりやすいパフォーマンスがネット上で話題となった。

このPPAP、シンプルな詞と動きで誰でもまねしやすいのが特徴。多くのユーザーが「やってみた」「歌ってみた」動画をアッ
プし、人気の加速につながった。さらに、歌詞が英語だったことで、海外にも受け入れられた。9月25日、英語圏の面白動画
サイト「9GAG」（ナインギャグ）に掲載。5時間で600万、8時間で1000万再生を超えたという（本人のツイートからの情報によ
る）。

BBCなどのメディアにも紹介されて注目を浴び、さらにその後、人気アーティストのジャスティン・ビーバーがTwitterで「ボク
の好きな動画だよ」と紹介したことで飛躍的に拡散した。ちなみにジャスティンはTwitterのフォロワー数世界第2位、その影
響は絶大である。

10月19日付けの米ビルボードのシングルチャートで初登場77位を記録、これは日本人として26年ぶり、7人目の記録である
。さらに、「Shortest song to enter the Billboard Hot 100」（米ビルボードのホット100に入った最短の曲）としてギネス世界記
録にも認定された。11月4日に出演したテレビの音楽番組で、「BBCなど、有名メディアから直接連絡が来て驚いた」などの
コメントを残している。

動画メディアへの参加は意外に容易… 続きを読む
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